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インターネットを利用した科学技術に 
関する意識調査の試み 
 
近年登場したインターネットを利用した調査により、科学技術に対する関心度
や会話頻度、認知度のほか、科学技術に関する情報源、イメージ等国民の科学技
術に対する意識についての基礎データの取得を試行しました。 
科学技術政策研究所では、初めての試みとして、インターネットを利用した調
査により科学技術に関する意識調査を実施しました。現時点におけるインターネ
ットを利用した調査には、回答者が高学歴であるなど属性の偏り等あるものの、
機動的に世論を把握するなど調査の目的や調査結果の活用方法によっては有効で
あると考えられます。 
 また、同じく初めての試みとして、科学技術に対するイメージ調査も実施しま
した。主な調査結果は以下のとおりです。 
 
○ ｢科学技術関連問題｣に対して関心がある割合は 8割。｢科学技術関連問題｣と
｢その他諸問題｣に対する関心度に大きな差はない  
【報告書（以下省略）p30 図表 3-1-2】 
 
○ 「科学技術関連問題」については、「その他諸問題」に比べて会話するとす
る者の割合は低く、4割強 【p35 図表 3-1-5】 
 
○ 男性の方が女性より科学技術に対する関心が高い 【p81 図表 3-5-2】 
 
○ 中学校の頃理科好きだった者の比率を年代別にみると、男性はほぼ横ばいだ
が、女性は若年代で理科好きの比率が高くなっている 【p87 図表 3-5-5】 
 
○ 理科好きだったか否かは、性別や年代別に比べて科学技術に対するイメージ
に大きな影響を及ぼしていると考えられる  
【p115～117 図表 4-2-10～4-2-12】 
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○ 男性においては理科好きだったか否かが、科学技術に対するイメージに影響
するが、女性においては男性ほどの影響はないものと考えられる 
【p122～123 図表 4-2-15～4-2-16】 
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